
芸術学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Art

 当該学位プログラムの全ての学生に
対して履修することを指導する、研究・制
作発表特別演習Ⅰ,Ⅱ、芸術学学位プロ
グラム特別演習、芸術学学位プログラム
特別研究と、教育研究領域ごとの芸術支
援学学外演習A-1、版画制作A-1、日本
画制作A-1、現代アート表現演習等の履
修、学会発表、国内外コンクール等への
参加、展覧会企画発表など
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 当該学位プログラムの全ての学生に
対して履修することを指導する、研究・制
作発表特別演習Ⅰ,Ⅱ、 芸術学学位プ
ログラム特別演習、芸術学学位プログラ
ム特別研究と、教育研究領域ごとの近・
現代美術論特講Ⅰ-1、芸術教育方法論
A-1、メディア表現演習、都市・地域デザ
イン論特講等の履修、留学生との交流、
TOEFL、TOEIC等受験、国際会議発表、
外国人との共同研究など
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 芸術学学位プログラムは、美術史、芸術支援、洋画、版画、日本画、彫塑、書、構成、総合造形、工芸に加えて、マンガ、イラ

スト、文字表現、空間造形など国際的に平面・立体の芸術的表現を研究する、ビジュアルデザインおよび環境デザインの各領域

の特性を活かした教育方針のもと、領域横断的で学際的な学修および研究を奨励し幅広い能力の涵養を図りつつも、専門性の

高い表現力と豊かな学識を備え、博士後期課程の研究活動につながる専門的実践力を養成する。

・「基礎科目」により、造形芸術全般にわたる基礎的知識や論理的思考力を身に付ける。

・「専門科目」については、造形芸術表現に関する科目だけではなく、マンガ、イラスト、文字表現、空間造形など

国際的に平面・立体の芸術的表現を研究する、ビジュアルデザインおよび環境デザインの科目を設定し、各

領域の専門性に対応する研究能力や創造的表現力を身に付ける。

・「研究・制作発表特別演習Ⅰ・Ⅱ」により、授業や研究の成果を発表する機会を設け、プレゼンテーション力や

自己の研究を客観的に分析する力を養う。

・「芸術学学位プログラム特別演習」により、修了研究につながる各専門領域における研究の遂行力を身に付け

る。

・「芸術学学位プログラム特別研究」により、各専門領域に対応した修了研究の遂行力を身に付ける。

・1年次では、「研究動向調査表」を提出し、研究内容に応じた主指導教員と副指導教員を決定する。

・各学期途中および学期末に「作品展覧会」「作品講評会」「論文発表会」等を開催し、研究状況の確認と評価を

行う。（研究・制作発表特別演習Ⅰ）

・２年次では、修了研究に向けて、「修士論文計画届」と「修士論文題目（確定）届」を提出し、主指導教員と副指

導教員による指導を行う。

・各学期途中および学期末に「作品展覧会」「作品講評会」「論文発表会」等を開催し、研究状況の確認と評価を

行う。（研究・制作発表特別演習Ⅱ）

・1・２年次において、学期中および学期末に実施する論文作品に関する「講評会」「研究会」等で学修成果を確

認する。

・２年次に修士論文を提出する。受理後、「学位論文審査実施委員会」（主査副査候補者指名、合否判定の確

認）、「学位論文審査委員会」（論文審査、口述試験）を設置し、論文の評価を行う。

・修了研究の作品は「修了制作展」で、論文は「修了論文発表会」において公開する。
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